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世 紀 の 学 術！情報基盤の構築

一愛媛大学附属図書館の電子ジャーナル化への取り組み－

柏谷増男

穀醜

－１－

ここ数年，学術雑誌特に欧文雑誌の電子ジャーナル化が急速に進みつつある。電子ジャーナルは，こ

れまでの紙媒体を用いた雑誌とは異なって，読者が研究室のパソコンからインターネットを経由して出

版社のサーバに保存されている電子情報としての学術論文に直接アクセスするもので，出版社，読者双

方に多大の便益を産むものと期待されている。しかしながら，このような情報技術の一大変革は，単に

印刷や流通段階の技術革新にとどまらず，出版ビジネスのあり方や読者のサービス負担方式，さらには

図書館の役割等にもわたる広範な変革を促している。極端に言えば，書物を保管し，利用に供するとい

う図書館の存在すら危うくしかねない。情報技術の変革が従来の社会システムを大きく変えて行く，い

わゆる“ＩＴ革命”のひとつの現れと言ってよかろう。

変革は期待とともに不安をももたらす。商業系出版社はこの変革をビジネスチャンスと捉え，さまざ

まな商品パッケージを開発しつつあるが，価格とサービスのバランスを見た場合，読者と出版社双方が

納得の行く商品はほとんどなく，現在では，期待と不安の入り混じった混乱のみが先行していると言え

なくもない。国立大学図書館協議会でもこの問題は焦眉の課題とされ，この問題に対応するタスクフオー

スが昨年秋に発足し，精力的に海外の有力雑誌出版社と交渉を重ねている。愛媛大学でも，平成13年度

からの校費配分方式の見直しともからみあわせて，平成12年より附属図書館将来計画委員会で電子ジャー

ナル化への対応を検討し始めている。

これに関連して，附属図書館自己点検。評価委員会では，平成12年12月に愛媛大学教官を対象にした
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雑誌利用に関するアンケート調査を行い，そのなかで電子ジャーナルの利用状況についても質問をさせ

ていただいた。その結果，“電子ジャーナルを週１回以上利用されている，，方が約23％いる反面，“ある

ことを知らなかった”方がほぼ同数の約22％いることがわかった。アンケートの回収率は約３分の１で

あり，図書館サービス，特にホームページを通じたサービスを良く利用してくださっている方々の回答

率が高かったことを考慮すると，電子ジャーナルの内容を十分御理解いただいていない教官が多数おら

れる状況が予想される。これに対して，後で述べるように，電子ジャーナル化への対応には全学共通の

学術基盤としての金銭負担が何らかの形で避けられなく，全学教官の合意を得る必要がある。ここでは，

電子ジャーナルへの理解を深めていただくとともに，現在の状況と課題について報告し，愛媛大学とし

ての電子ジャーナル化への取り組みに対する合意形成の一助としたい。

２．電子ジャーナルの利点と弱点

電子ジャーナルの利点と弱点は，これまでにさまざまな資料で述べられている。ここではそれらを愛

媛大学に即した形でまとめてみる')2)。

第１は発行の迅速性である。電子ジャーナルでは印刷や流通等の行程を省略できるので，多くの場合

冊子体よりも早く利用できるようになる。東京大学の調査では平均して２，３週間早く利用できるよう

だとの報告もあるが，私が良く見ている“TransportationResearch，Ａ,，の場合，５月末時点での冊子体

の最新号が５月号であるのに対して，電子ジャーナルを利用すれば６月号，７月号を見ることが出来，

個人的な実感ではその差はもっと大きいのではないかと推察される。学術雑誌出版社のほとんどがアメ

リカまたはヨーロッパで発行しているので，電子ジャーナルによって海外との鵬情報格差を克服できるこ

とは，我が国の研究者にとってありがたいことである。特に，日進月歩の先端科学分野の研究者にとっ

ては，世界的な研究競争の中での最新‘情報の獲得は死活問題であろう。

第２は，インターネットに接続したパソコンさえあれば，学内の研究室から24時間いつでも，また複

数の利用者が同時に利用できることである。愛媛大学でも相対的には少ないものの本館所蔵雑誌もいく

つかあり，医学部分館では大部分の雑誌が分館に所蔵されている。その外，学科の図書室に所蔵されて

いる場合もあって，冊子体の場合にはいつでも自室で雑誌を見られるわけではない。また，他学部で購

入している雑誌を見ることは，手続き等わずらわしいことが多く，現実にはさまざまな困難がつきまと

う。しかし，電子ジャーナルでは，誰に気兼ねすることもなく，きままに雑誌を見ることが出来る。

第３は，電子ジャーナルが多くの検索機能やリンク機能を備えていることである。ほとんどの電子ジャー

ナルでは，同一出版社またはグループが提供するすべての雑誌について，著者名やキーワードから読み

たい論文のリストやその本文自体を参照することが出来る。また，最近では異なる電子ジャーナル提供

機関を横断する相互リンクシステムも検討されているようで，関連論文の系統的な検索に大いに役立っ

ている。

その外に，筆者は，電子ジャーナルが予算の少ない若い研究者の強力な研究支援となることを期待して

いる。学術雑誌は通常校費で購入しているので，積算校費の少ない若い研究者が独立した新しい研究テー

マを持とうとすると，そのために必要な雑誌を購入することはなかなか難しいと思われる。現在，出版社の

ほとんどがセットメニューの販売を企画しているので，研究機関が電子ジャーナルを購入すれば，従来購入

していなかった雑誌も自由に見ることが出来る。規模の小さい地方大学で果敢に新しいテーマに挑戦する

若い研究者を育成するためには，電子ジャーナルは強力な武器になると思われる。

また，紙媒体を持たないために，書架スペースや製本費が不要になることも利点のひとつと考えられる。

弱点については，インターネットに接続したパソコンのあるところでしか使えないとか，バックナン

バー情報の提供が本当に保証されるのかといったことが考えられるが，技術的または制度的にさほど困
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難な課題とは思えない。最も重大な問題は後で詳しく述べるが，電子ジャーナルの購入システム，特に

価格とその負担方法をめぐる課題である。

なお，出版社側から見れば，著者原稿が電子媒体の形で出されているため，物理的な編集業務はほと

んど不要となり，大幅な経費削減が可能となる。このため，数年後には冊子体はなくなるか，存続した

としても極めて高価になるとの予想もある。

S・愛媛大学で現在利用しうる電子ジャーナルサービスについて

はじめに雑誌購入状況を概観すると，平成１１年度愛媛大学の受入雑誌種類数は，寄贈分も含めて和雑

誌5,561，洋雑誌2,515である。また，支払い金額は，和雑誌3,229万円，洋雑誌１億9,134万円となって

いる。

現在利用しうる愛媛大学電子ジャーナル関連サービスは，(1)全学利用無料コンテンツサービス，(2)医

学部限定利用コンテンツサービス，(3)２次‘情報サービスに大別される。以下，この順に簡単に内容を述

べる。

（１）全学利用無料コンテンツサービス。

雑誌の編集時点での最新号および１年間程度のバックナンバーのフルテキストを図表も含めて，

見ることができる。ハードコピーも可能。

oElsevierScience，ScienceDirect21・ElsevierScience社（Pergamon等系列出版社も含む）の学術

雑誌約1,100タイトルを含む。なお，対象雑誌のうち，本学購読雑誌数は156．無料トライアル期

間は平成13年１２月末日まで。

oOxfbrdUniversityPress刊行電子ジャーナル。OxfbrdUniversityPress刊行の学術雑誌約180タイ

トルの試験提供。試験提供期間は平成14年３月３１日まで。

ｏ本学購入雑誌の電子ジャーナル。本学で冊子体を購入している雑誌のうち，洋雑誌426タイトル，

和雑誌２タイトルについて付随的な電子ジャーナルサービスを受けることができる。上記の２つ

の電子ジャーナルとの重複あり。電子ジャーナルサービスは冊子体購入に関わる出版社側の好意

として行われているため，提供期間等は把握出来ていない。

このうち，ElsevierScience社は冊子体購入額によってはサービスを提供する意向であるが，平

成14年度基準額に本学の予定購入額が達しない見通しであり，本学での無料トライアル延長は極め

て困難である。

（２）医学部限定利用コンテンツサービス。

医学部が有料の電子ジャーナルを購入しているもので，医学部キャンパス内のパソコンからのみ

アクセスできる。(1)と同様にフルテキストを図表も含めて，見ることができ，ハードコピーも可能。

oProQuestMedicalLibrary・アメリカBHIL（BellandHowelllnfbrmationandLearning）社が提供

する，臨床系商業誌を中心とした約200誌で構成。

・IDEAL（InternationalDigitalElectronicAccessLibrary)．AcademicPress，HarcourtHealthSciences

（ChurchillLivingstoneとＷ､B・Saunders，Ltd・を含む）及び他の出版社の約250種類の雑誌で構成。

（３）２次情報サービス

対象となる雑誌に収録されている論文の題目，著者等を知ることができる。コンテンツに対して

キーワード検索も可能。全学で利用できるSwetScanと医学部あるいは農学部のみ限定利用できるも

のとがある。

oCurrentContentslnfbrmationRetrievalSystem・オランダのSwets社が全世界の主要学術雑誌約

14,000タイトルを対象として提供している２次‘情報サービスを附属図書館が購入し，それをベー

－３－
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スとしたうえで，本学附属図書館がさらに付加価値をつけたもの。データの更新はほぼ毎日行な

われており，利用者が検索式を登録しておくと，新着‘情報にもとづいた検索結果をメールで送信

してくれる。検索したあと，利用者が必要とする論文は文献複写依頼を図書館に申し込むことが

出来る。サービスは有料だが，基本料金年額3,000円程度でいくらでも利用できる。ただし，文

献複写料金は別途必要。

●医学中央雑誌。医学系の和文雑誌を対象としている。利用は医学部に限定されている。

oCINAHL（CumulativelndextoNursingandAlliedHealthLiterature)．看護・医療技術関連の文献

データベース。利用は医学部に限定されている。

oAGRICOLA・農学系データベース。

4．国立大学図書館の取り組み

(1)国立大学図書館協議会

近年の電子ジャーナルの急速な普及に伴い，国立大学図書館協議会では平成１０年度に「図書館電

子化システム特別委員会」を設置して，トライアルの評価や地域的サービス体制（コンソーシアム）

について検討を開始した。また，電子ジャーナルの導入と利用方策に早くから取り組んでいた東京・

関東の国立大学図書館ではワーキンググループを結成して積極的に実質的な検討を進めてきた。こ

うした努力を背景として，平成12年度に国立大学図書館協議会内に「電子ジャーナル・タスクフォー

ス（主査館，名古屋大学)」が設置された。タスクフォースは，主要出版社との価格体系や提供条

件の協議，講習会・フォーラムの開催，各図書館のモニター制度，アンケートの実施等，精力的な

活動を展開している。これまで，ElsevierScience社，Springer-Verlag，Blackwell系列各社，John

Wiley社等と具体的に販売方針や価格方針について検討を重ねてきたが，出版社側と図書館側との

意見の相違も大きく，また､双方ともに必ずしも意見が集約しきれていなく，交渉を続行中である。

(2)ＪIOC/NＵ（JapanlDEALOpenConsortium/NationalUniversity）

AcademicPress社提供の電子ジャーナルサービスIDEAＬ利用のために，関東地区の大学が呼び

かけ，本学を含む全国各地の１７国立大学が参加している我国初の本格的コンソーシアム。ユーザー

間の‘情報交換や意見の吸い上げなどを整備するとともに，AcademicPress社との価格交渉や供給条

件で多くの成果をあげつつある。

５．愛媛大学附属図書館の取り組み状況と今後の課題

平成12年の国立大学図書館協議会では，今後予想される校費予算の制度改革に伴う雑誌購入のあり方

が重要な討議課題であった。愛媛大学でも，平成１３年度からの予算費目変更に伴う雑誌購入の一元化を

附属図書館将来計画委員会の議題としたが，全学的観点からの雑誌選定の困難さ，また学部別の負担金

問題のため，取り組みを中断せざるを得なくなった。しかし，この議論のなかで電子ジャーナルに的を

絞って購入の一元化を推進してはどうかとの意見が出た。一方，平成12年度からElsevierScience社の

電子ジャーナル無料トライアルが始まったが，アクセス数は９ヶ月で約10,000件に達するとともに，本

学未購入の雑誌へのアクセスがかなり多い等，電子ジャーナルの有用性が高いことが実感された。この

ような背景のもとで，附属図書館では，電子ジャーナルへの本格的な取り組みを始めた。まず，電子ジャー

ナルに関心を持っていただくために，９月に電子ジャーナルに詳しい大学図書館関係者および取次店関

係者を招いて学術講演会を実施した。また，ＪIOC/NUに参加してIDEALを導入，あるいはElsevierScience

社の平成１３年無料トライアル延長等，電子ジャーナルサービス提供のための努力を重ねてきた。さら

に，愛媛大学附属図書館自己点検・評価委員会が12月に実施した雑誌利用アンケートのなかで，電子ジャー

－４－
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ナルの利用実態を詳しく調べることとした。

平成１３年２月の将来計画委員会ではScienceDirect21（収録１，１００タイトル)，IDEAL（収録250タイト

ル)，ProQuest（収録1,500タイトル)，ExpandedAcademicASAPInternational（収録1,000タイトル）等

を具体的に取り上げ，愛媛大学への導入可能性を検討することとした。

まず，基本的な電子ジャーナルの選定や費用の負担方法について，学部での意見分布を尋ねたが，電

子ジャーナルの有用性には賛同を得たものの，選定や費用負担等の課題が大きいことがわかった。一方，

この間のタスクフォースの動きからも，出版社側，大学図書館側双方ともに状況を模索する様子がうか

がわれたため，愛媛大学附属図書館としては，‘情報の収集と整理に努めた後，改めて将来計画委員会で

の議論をお願いする予定である。

電子ジャーナル購入に関する問題点を現時点でまとめると，第１には，思った以上に価格が高いこと

があげられる。その背景にはさまざまに複雑な事情が考えられるが，タスクフォースの力も借りながら，

愛媛大学附属図書館としても勉強を重ねつつ，出版社側とねばり強く交渉を進めたい。第２は，商品で

あるサービス・パッケージの内容が多様であり，サービスと価格との関係を把握しづらいことである。

一例としてElsevierScience社の場合を取り上げると，従来の購読冊子体の一部を電子ジャーナル契約

するリミッテド・コレクション契約，従来の購読冊子体の全部を電子ジャーナル契約するコンプリート・

コレクション契約，従来の購読冊子体以外の雑誌をも含む分野別電子ジャーナル契約のサブジェクト・

コレクション契約，提供可能な雑誌全体を電子ジャーナル契約するフリーダム・コレクション契約等が

ある。仮に愛媛大学への導入を考えたとしても，価格との関係をも踏まえて，どこに焦点をあてるべき

かは，大学としての研究基盤形成の方針を受けて検討すべきであろう。第３は，コンソーシアムに係る

問題である。愛媛大学単独で主要な電子ジャーナルを網羅することは財政的に極めて困難である。この

ため，複数大学が分担しあって共同購入する方式がコンソーシアムであるが，コンソーシアムを結成し

た場合，参加大学が運命共同体となることを要請されるかも知れないαその場合，負担金額や出版社側

との調整役をめぐるさまざまな問題が考えられるが，それ以前に，そもそも各図書館が自由を束縛され

ることに重大な懸念があるとの意見もあろう。第４は，学内での費用分担である。従来の愛媛大学の雑

誌購入費のほとんどは校費によるもので，各学部，場合によっては各教官に配分された後，学部，学科，

講座，個別教官等が購入雑誌を決定している。したがって，利用形態にも所属組織の優先性が見られ，

経費の面でも所属組織からの積み上げ型となっている。これに対して，電子ジャーナルは，誰でもパソ

コンから自由に見ることのできる共通財産であり，経費の面でも全学負担が考えられる。このように利

用形態や経費負担方法の極端な変化に対して，全学の合意を得ることは容易ではない。

以上に述べたように，電子ジャーナルの導入には，数多くの困難な課題が横たわっている。しかしな

がら，電子ジャーナルへの時代の流れはとうとうと大きく，日毎に勢いを増している。最早引き返すこ

とのできない自然の流れと言っても過言ではない。電子ジャーナルは，２１世紀に輝ける研究拠点を目指

す上で欠くことのできない全学共通の研究基盤である。愛媛大学のすべての教職員，学生の皆さんに電

子ジャーナルの問題を正しく認識していただき，共通の研究基盤形成を考えていただきたい。

引用文献

１）坂上光明，電子ジャーナルをめぐる最近の話題，愉蔭－北海道大学図書館報，No.１０８，Dec、2000,

Ｐｐ・'－５．

２）国立大学図書館協議会，オンラインジャーナルの導入と外国雑誌収集のあり方，第13回国立大学

図書館協議会シンポジウム，2000.（かしわだにますお附属図書館長）

－５－
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芸 予地 震 被害について

平成13年３月24日土曜日午後３時28分頃に発生した芸予地震は，

当地で震度５強におよびました。

当日は，本館及び医学部分館が開館していましたが，幸いにも人

的な被害はなかったものの揺れがひどく，図書館にも少なからず影

響を与えました。

図書館ＨＰでは，３月27日に地震災害状況報告（速報版）として

被害状況と開館状況・予定について公開しました。

特に被害の大きかった本館・農学部分館では，一日も早くサービ

スを再開できるよう大学の支援のもと館員一同が復旧に努めました。

そして，新入生を迎える前に平常どおりの開館に目処がつき，４月

９日には芸予地震災害の記録を図書館ＨＰに公開しました。

地震で壊れた時計

午後３時半で止まっている

#被害状況リ

畷

１階

２階

本

３階

館
４階

苫庫

その他

鱗
篭窪

識§ 霧蕊謹雲叢雲
①図書が香架より広範囲落下，散乱②コピー．ご－ナーの壁面ひび割れ③:事

務室書類散乱④湯沸宝備品落Ｆ，破損⑤南，北壁面ひび割れ⑥自出閲覧室

西壁面・階段壁面ひび割れ⑦新旧建物境Ｈ，亀裂段差発生

①図書が書架より広範囲落下，散乱②キャビネット２本転倒③木製書架２

本転倒④天井板１枚落下⑤スチール製書架１本湾曲⑥第１開架室床落ち，

段差発生⑦第１開架室南壁面・両壁面ひび割れ③第２開架室南・西北非常

11壁面ひび割れ⑨階段壁面ひび割れ⑩トイレ束壁面ひび割れ⑪新i11建物境

;I，亀裂段差発生

①図書が書架より広範囲落下，散乱②貴重図書室南壁面ひび割れ③倉庫南

壁面ひび割れ④留学生センター北壁面ひび割れ⑤放送大学学生控室北確面

ひび割れ⑥放送大学控室東柱モルタル剥がれ，蕗'く⑦新同建物境目，亀裂

段差発生

①館長室，部長室机1ニパソニゴン落ド，破損②館長室額等落ド，破損③部長

室キャビネット・テレビ転倒④事務室書類散乱⑤木製書架２本転倒⑥書棚

２本転倒⑦机上CDROMサーーバ落1､.，転倒⑧水棚転倒，湯沸室内散乱⑨管

理課事務室北・南・東壁|師，小会議索確Iii，視聴覚室壁|虹倉庫壁而，女ｒ・

更衣室北壁面ひび割れ⑩空調機室機械土台ひび割れ

①図書が書架ぶり落下，散乱②壁1'６，i書架１本転倒③２層北書庫北壁面ひび

割れ④３層中央連結部壁面，西=iE連結部壁面ひび割れ⑤３屑北書庫入ＩＩ部

天井ひび割れ⑥４層中央普庫階段壁面，北普庫北窓壁而ひび割れ⑦５層西

書庫南壁而ひび割れ⑧６層西害庫南鐘面ひび割れ⑨６層西書庫柱モルタル

剥がれ，落下

①エレベータ停窒

－６－

ず落議珊数蝿
Ｋ雛数)鐘

5,700

7４，０００

1０，０００

5,400

戸寸

区司
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傍

《サービス状況、

参

可Ｆ
Ｌ

傍

陸

沙

惨

－隆

一陰

南

怪

土・日曜日の文献複写はオンライン受付のみ

本館は地震発生後，臨時休館

医学部は，地震当日被害が少なかったため，そのまま運用

医学部分館，農学部分館は日曜休館

＝一傍

－７－

－陰

難藤醗篭憩
繊撫溌鍵

伝

注）＋の後の数字は夜間要員

注１）

注２）

注３）

注４）

Ｐ

I作業状況リ

本
館

農
分

階

８

場所

事務 準

参考図書宅

第１開架室

第２開架室

第３開 架 室

書 庫

閲覧 室

書： 庫

落F冊数

(概数）

5,655

１８，０００

２６，０００

1０，０００

5,392

1，１８５

７，１２０

３月２６;；

１５拍

３月２７日

火

９:O010g30

ﾕ3:･4名

4鍋

log30..5900

13．卜4品

Ｚｆｌ

:5200：7２００

１３;･4余

4堀

３月28日

水

９:００．１２:００

８．１４名

3名

12:００･]4g3U

１０１．４鍋

３月２９日

ﾉに

9:００．１２:００

9十4毛

13:００：7:0０

9÷4名

3ｊｊ３０Ｈ

金

９．i･4名

4ｊ』３冊

火

7糸

区分
3/2４ 3/2５ 3/2６

月

3/2７

ｊＫ

3/2８

水

3/2９

木

3/3０

金

3/3１
■－

4/智 4/２

月

4/３

火

4/４

水

4/５

沖§

4/６

金

4/７ 4/８ 4/９

月

4/1０

〃て

本
館

医
学
部
分
館

農
学
部
分
館

自！』；閲覧室

開架閲覧室

書庫

夜間閲覧

文献複写〈依頼）

１
－

１
－

文献複写〈受付〉

開架閲覧 室

書庫

夜間閲覧

24時間入退館

文献複写(依頼）

文献複写(受付）

開架閲覧室

書庫

夜間閲覧

文献複写〈依頼）

文献複写(受付）

蕊蕊篭

窪彰溌霧

麓霧

鍵議
蕊謬

農
学
部
分
館

１階

２階

書 庫

その他

①図普が．普架より広範iz目落下，散乱

①図書が書架より広範囲落Ｐ?，散乱②総合情報処理センター分室への階段，

接合部の天板落ド（接合部が:ゼムで覆われているため，詳細不明。蛙と側板

の間も一部亀裂あり｡）

①図譜が詳架より広範囲簿下，散乱②２層書架１連１本，２連３本転倒

③３層書架２逆１本転倒④４層書架１連１本，２進３本転倒

①新旧建物境I；（床・天井）亀裂発生

ｽ，２００

7,200

合計〈概数） 103,500
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平成７年１月に発生した阪神・淡路大震災から６年，災害は忘れた頃にやってくるという言葉を実感

した次第ですが，まさに「地震列島日本」にある図書館としての対応と対策を日頃から立てておく必要

を痛感しています。

本年４月下旬，広島大学で開催された第49回中国四国地区大学図書館協議会総会では，「大規模地震

災害時の連絡網等について」及び「大規模自然災害発生時の連絡体制等に関する申合せについて」協議

されました。

多くの方から，ご心配と激励の電話やメールをいただきました。紙面を借りて心からお礼の言葉を述

べさせていただきます。どうもありがとうございました。

こ''､'''''''､''''''八'''''''､'''''''､'''''''､'''''''､'''''''､'''''''､'''''''､'''''''､'''''''､'''''''､'''''''､'''''''､'''''''､'''''''､''''''八''''''八'''''''､'''''''､'''''''､'''''''､'き

く ミ
ミ

ミミ

ミ ミ西条市より受託研究の申込み
§ ミ
ラう

ミ西条市から受託研究の申込みをいただきました。図書館では，平成'3年度に発足したデジタルミ
ラ ミ
ミコンテンツ研究会を中心に企画作成にとりかかる予定です。なお，地方自治体からの資金導入は，ミ
ミ ミ

ミ国立大学附属図書館として新たな試みです。今後とも地域との交流と文化発展に向けて，掘り起ミ
ミ ミ

うこしを進めて行きたし､と考えています。ミご
ミ ミ

ミ受託研究の題目：西篠誌CD-ROM作成作業ミ
<

ミ

ミ研究目的及び内容：愛媛大学附属図書館蔵「西篠誌稿本」は，地域郷土史研究の基礎的宝典史ミ
ミ ＞

書・地誌である。この歴史的資料をデジタル化し，解説やキャプションをミミ
ミ ミ

付加してＣＤ－ＲＯＭを作成する。この成果物（ＣＤ－ＲＯＭ）は，パソコンミミ
ミ ミ

単独で利用することができ，西条市図書館や，中・高等学校に提供する。ミミ
ミ ミ
§昌
鳥,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,,,,,,､,,ミ

お知らせ

夏季休業中の開館時間について

８月１日伽から９月30日(日)まで夏季休業にな

りますので，本館・農学部分館の開館日時及び

休館日が次のとおりになります。

本館

開館時間：月曜日一金曜日９：００－１７：００

休館日：土曜日，日曜日及び国民の祝日

医学部分館平常どおり

－８－

農学部分館

開館時間：月曜日一金曜日９：００－２０：００

休館日：土曜日，日曜日及び国民の祝日

図書の特別（長期）貸出について

本館および農学部分館では，夏季休業にとも

ない次のとおり特別（長期）貸出をします。

本館は資料サービス係，農学部分館は情報サー

ビス係で手続きをしてください。

貸出冊数：５冊以内

取扱期間：７月23日(月)－９月20日附

返却期限：１０月５日(金）

凧１

“
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愛媛大学記念文庫

平成12年度に下記の先生方から著書を御寄贈いただきました。（順不同，敬称略）

寄贈者

鈴木教司

松永達

高橋基泰

藤江啓子

愛媛大学経済学会

守口三郎

加藤好文

高橋信之

森孝明

森孝明

森孝明

愛媛大学人文学会

福田安典

加藤国安

菊川国夫

横田俊昭

田逼敬貴

医学部皮膚科学講座

室達朗

稲田善紀

鹿島愛彦

逸見彰男

農学部資源・環境政

策学コース

書名

フランス（ヴァロワ期）民事訴訟史：書面主

義の歴史的背景（愛媛大学法学研究叢書２）

国策会社・東拓の研究

村の相伝：近代英国編：親族構造・相続慣

行・世代継承

藤井治彦先生退官記念論文集

市場構造の理論：景気循環の－つの根拠

(愛媛大学経済学会叢書２）

病と文学

スタインベック・作家作品論：ハヤシ・テ

ツマロ博士退職記念論文集

DasHaikuheuteundseineKriterien

メーリケ詩集改訂版

ドイツの名詩（はじめてであう世界の名詩３）

愛媛大学人文学会創立二十周年記念論集

驚きのえひめ古典史

(風ブックス００７愛媛文学小鑑その１）

明教館・松山藩学校漢籍目録

菊川園夫作品集：２０００：孟子を書く

Frontiersindustyplasmas：proceedings

oftheSecondlnternationalConference

onPhysicsofDustyPlasmas，ｌＣＰＤＰ－９９，

Hakone，Japan，24-28Ｍａｙｌ９９９

Affectiveminds：acollectionofpapers

basedonpresentationsatthel3th

ToyotaConference，Shizuoka，Japan’２９

Novemberto2Decemberl999

MlK|'HOUSE１９４：三木吉治教授学長就任記

念随筆集と論文目録

土砂磨耗の話：建設機械作業部品

(テラメカニックスライブラリー４）

通り雨

愛媛県地質図第４版

産業廃棄物のゼオライト転換による再資源化．

有効利用技術開発：石炭灰，製紙スラッジ焼

却灰，活性汚泥焼却灰（環境対策シリーズ１）

２１世紀の資源・環境問題と農林漁業

－９－

編著者

鈴木教司著

河合和男［ほか]著

高橋基泰著

藤井治彦先生退官記念

論文集刊行会編

谷川宗隆著

守口三郎著

橋口保夫，白神栄子編

NobuyukiTakahashi，

KarlheinzWalzock，

TakaakiMori

herausgegebenvon

NobuyukiTakahashi

メーリケ[著]森孝明訳

桜井信夫編著

かみやしん絵

愛媛大学人文学会編

福田安典著

加藤園安監修

菊川国夫［著］

editors，Ｙ・Nakamura，

Ｔ､Yokota，Ｐ・KShukla

editedbyGiyoo

Hatano，Naoyuki

OkadaandHirotaka

Tanabe

愛媛大学医学部皮膚科

学講座，愛媛大学医学

部皮層科同門会[編集］

土砂磨耗対策委員会編

稲田善紀著

愛媛県地質図編集委員会

逸見彰男著

岸康彦，西頭徳三，

中川聴七郎編著

出 版 者

愛媛大学法文学部

総合政策学科

不二出版

刀水書房

英宝社

東京経済'情報出版

英宝社

英宝社

AobaVerlag

三修社

あすなる書房

愛媛大学人文学会

創風社出版

愛媛県立図書館

菊川園夫

Elsevier

Elsevier

愛媛大学医学部皮膚

科学講座：愛媛大学

医学部皮層科同門会

テラメカニックス研

究会

新風舎

トモエヤ商事

－１－・テクノロジー
－

＆サイエンス

農林統計協会

出版年

2000

2000

1999

2000

2000

2000

1995

1992

2000

1994

1996

2000

2000

2000

2000

2000

1994

2000

2000

1991

1994

2000



学外文献複写受付件数（現物貸借を含む）所蔵雑誌種類数

平成１２年度 附 属 図 書 館統計

蔵書冊数 貸出冊数
(平成13年３月３１日現在）

守再1-一一西口皇冨些bP5FJ

和雑誌．

－１０－

瀧書

増加冊数 貸出人数 匠守

(平成13年３月31日現在）

受入雑誌種類数

ヨ

鐸和 :藤津鐙
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学外文献複写依頼件数（現物貸借を含む）
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農学部分館からのお知らせ

学内文献複写にＤＤＳ（DocumentDelivery

System）を導入しました。

すでに本館及び医学部分館で運用しておりま

すEPICⅧN7000を，このたび農学部分館でも

導入しました。コピー機による文献複写から，

画像伝送方式となり，今までの学内便より早く

文献を利用者へお届けできます。

これにより，愛媛大学図書館全館で利用可能

になり，４月から農学部分館もDDSの試行に

参加しています。

ブックポストを設置しました。

農学部分館玄関横にブックポストを設置しま

した。

閉館時間中も図書の返却が出来るようになり

ました。

ただし，開館時間内はカウンターで返却手続

きをしてください。

OPAC説明会を開催

５月21日(月)から６月８日働の15日間の日程で，

図書館３階の第１グループ学習室において

OPAC説明会を開催しました。今まで知らなかっ

たことが分かり参加して良かったと好評でした。

説明会の話には，これは便利ということがきっ

とあると思いますｂ次の機会に参加しませんか。

宙

－１１－

購入雑誌リストについて訓

「購入雑誌リスト2001版」を附属図書館ホー

ムページ（所蔵資料紹介）に公開しております。

和文編，欧文編とも以下のとおりです。、

URLhttp://www・lib・ehime-u・ac・jP/SHIRYO／

zassilist2001・html

平成13年度開館予定表

平成13年度の附属図書館開館予定表をホーム

ページ（利用案内）で公開しております。本館・

医学部分館･農学部分館の開館予定がそれぞれ

にわかりますのでご利用ください．

URLhttp://ＷＷＷ・lib・ehime-u・ac.』p/RIYO／

calendar０１.ｈｔｍｌ

開館時間をホームページに掲載

ホームページに，本館・医学部分館・農学部

分館の当日とあすの開館時間を掲載しました。

どうぞご利用ください。

｢学内限定サービス」の中の３.学術情報デー

タベース検索について

ＵＲＬhttp://ＷＷＷ・lib・ehime-u､ac・jp/ContDB／

index・html

１．ＡＧＲＩＣＯＬＡ

Ｗｅｂ(Intemet)版でのサービスに変更し

ました。同時利用は４人までです。

アメリカのNationalAgIiculturalLibraIy

が作成する農学関係の文献データベースで，

雑誌記事を中心に図書の文献も含んでい

ます。

２.医学中央雑誌

Ｗｅｂ(Intemet)版のみのサービスに変更

しました。医学部キャンパス限定で，同時

利用は４人までです。

主要な国内医学雑誌約2,400誌をカバー

している文献データベースです。

３．ＭＡＧＡＺＩＮＥＰＬＵＳ

Ｗｅｂ(Intemet）版でのサービスです。同

時利用は３人までです。

国立国会図書館が作成する「雑誌記事索

引」のほかに「ジャーナルインデックス｣，

『経済･産業記事見出しJOINT」等を含み，

国内刊行の学術誌・専門誌から一般誌まで

が検索できる文献データベースです。



（

－１２－

第29回四国地区中堅係員研修（高松）

附属図書館委員会委員

（平成13年４月１日現在）

柏谷増男（１５．３．３１）

貴田嘉一（１５．２．２８）

安部武美（１４．１０．３１）

須之内克彦（１４．３．３１）

田村憲治（１５．３．３１）

佐藤栄作（１４．３．３１）

山崎博司（１５．３．３１）

平出耕一（１４．３．３１）

川合栄一郎（１５．３．３１）

小原克彦（１５．３．３１）

渡逼裕（14.3.31）

白方祥（１５．３．３１）

日鷹一雅（１４．３．３１）

塩谷幾雄

（）内は任期

附属図書館長

医学部分館長

農学部分 館長

法 文学部

教育学部

理 学部

2001年６月30日発行

行：愛媛大学附属図書館

ＴＥＬ（089)927-8845

学
学

部
部

医
工

農 学部

事務局長
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６月１９日

～２１日

６月２５日

～２９日

６月２７日

～２８日

第48回国立大学図書館協議会総会
(北海道大学）館長・事務部長.情報
サービス課長出席

附属図書館委員会

平成１３年度第孔回附属図書館委員会

日時平成13年４月１８日㈱１３時00分～

場所附属図書館視聴覚室（４階）

識事

[報告事項］

１．平成12年度図書館活動報告

２．平成12年度学生用図書の選定について

３．各分館からの報告

４．その他

・平成14年度概算要求事項について

・学術情報検索について
・電子ジャーナル無料トライアルの延長に

つ いて

・その他

[協議事項］

１．附属図書館将来計画委員会について

２．附属図書館自己点検・評価委員会について

３．附属図書館委員会図書選定小委員会について
４．その他
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図書館日誌（会議，研修）

平成13年度新入生オリエンテーション４月９日

～１０日

４月１８日

４月２６日

～２７日

平成13年度第１回附属図書館委員会

第49回中国四国地区大学図書館協議
会総会（広島）

第28回国立大学図書館協議会中国四
国地区協議会

館長・事務部長・情報サービス課長
出席

第72回日本医学図書館協会総会（宇
都宮）医学部分館長・情報管理課長・
医学部分館資料情報係長出席
平成13年度第１回医学部図書・情報
委員会

JIOC/NU発足会合（東京工業大学）
事務部長・情報管理課長出席
国立大学附属図書館事務部課長会議

(東京医科歯科大学）事務部長。情
報管理課長出席
平成13年度愛媛大学中堅職員研修

５月１７日

～１８日

（
５月２１日

５月２８日

５月２９日
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